
 

 

 

 

 

 

新しい学校と地域の関係 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）始まる 
  ８月２４日、置戸町で初めての学校運営協議会が行われました。 

  昨年まで行われていた学校評議員会から制度の改善の中で、新たな組織としてコミュニ

ティ・スクール（学校運営協議会制度）が始まりました。 

 「コミュニティ・スクール」とは、学校・家庭・地域がそれぞれの役割と

責任の中で連携し、教育（共育）活動を展開する新しい仕組みです。 

 全国各地で、様々な取り組みが進められてきました。子どもたちの学力向上に限らず、

学校と地域をつなぎ、地域に貢献する教育活動、子どもを育てる地域活動、共に学ぶ学習活

動などによって、地域で育つ子どもの生活習慣を地域コミュニティとして、つくりあげる取

り組みがコミュニティ・スクールです。 

学校からの情報と地域からの情報を互いに送受信する中で、いろいろな活動を助け合うサ

ポート体制を高めていきます。 

 

置戸町教育委員会 

コミュニティ・スクールだより 

（学校運営協議会だより） 令和２年１０月１日発行 


